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設備重要度の目的は、工場におい設備の点検・整備を行うに当たって、やみくもに行う事で無駄が発生するため、
保全対象設備をランク付けで明確にし、重要設備から重点的に点検・検査・整備を予算的に重点配分により、
より効果をあげる事を目的にする。

 SA(特Ａ) Ａ Ｂ Ｃ

 定     義 絶対に運転停止出来ない設備 工程停止となる設備 工程の部分停止となる設備 工程の停止に関係ない設備

保　安 ①即、重大影響のある設備 ①間接的に災害発生の可能性のあ ①災害発生の可能性は少ないが、 ①災害発生の考えられない設備

　る設備 　法規制の適用を受ける設備

 災　害 ②保有容量が多く、流出により ②流出により公害規制値を ②流出すれば公害対象物が ②公害発生の恐れが全く無い設備

　大気、水質に大きな影響を 　越える可能性のある設備 　発生する設備

　与える設備

 公　害 ③公害対策設備で予備機の

　無い設備

生産性 ①＊＊地区、工場全域へ影響が ①工場内の各プラントへの ①各プラント内の前後の工程に影 ①各プラント内でも殆ど影響が無

　ある設備 　影響がある設備 　響がある設備 　い設備

 品　質 ②他社、客先へ影響がある設備

保全性 ①長期にわたり重大影響がある ①修理に要する時間 ①修理に要する時間が ①修理に要する時間が

  設備（72時間以上）  が24～72時間の設備   8～24時間の設備 　8時間以内の設備

②主要部品の納期が3カ月以上

　かかる設備

信頼性 ①週１回以上検査する必要がある ①月1回以上検査する ①年1回以上検査する必要がある ①2～3年に１回以上

 必要がある 検査する必要がある

①設備の修復に対象工程の年 ①設備の修復に対象プラントの年 ①設備の修復に対象プラントの年 ①設備の修復に対象

　間修繕費の30％以上を占める 　間修繕費の15～30％を占め 　間修繕費の5～15％を占める 　プラントの年間修繕費

保全費   設備   る設備   設備 の5％以下をの設備

②主要交換部品が300万円 ②主要交換部品が500～ ②主要交換部品が100～ ②主要交換部品が

  以上の設備（１組）   300万円の設備   50万円の設備   10万円以下の設備
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４、設備保全管理の基礎 （１）点検・検査の考え方

SA（特Ａ）・Aランク １５％ Bランク ５５％ Cランク ３０％目安とする

SA（特Ａ）・Aランクは点検チェックリスト・点検カレンダーを作成

※金額は企業形態で異なる



Cysolution

設備として点検方式の考え方を定め、計画的、効率的な保全を推進する

※標準的な検査方式の考え方により効果をあげる事を目的にする。
検査は非分解で実施する範囲とし、分解する場合は整備に属するものと考えます。

1.検査方式の設定は、ユニット単位（又はサブユニット）で設定することを基本とします。
2.検査方式の設定に当たっては、保全実績を基に検査の実施時期、実施のタイミングや
方法を総合的に見直し検討決定する。修正についても同様とする。

日  常　点　検 定　期　点　検

外　　観 測　　定  外　　　観 測　　　定

①一ヶ月程度以内の定期的周期で実施する検査である ①一ヶ月程度以上の定期的周期で実施する検査である。

定　　義 ②使用条件、運転条件が整っているか否かの確認が主目的である。 ②作動機能、使用条件、組立公差や部品公差などを確認する

③製造が行う始業点検（五感）も含む

③五感による検査 ③定量的な検査　 ③五感による検査 ③定量的な検査  

目で見る管理や測定機器、 測定機器、簡易診断機器、  

簡易診断機器による。 精密診断機器などによる。

①機械を運転している状態（運転準備の状態も含む）で行う。 ①機械が運転停止している状態(試運転状態も含む)で行う。

設　　定 ②危険領域に立ち入らない内容、方法とする。 ②必要な安全対策の上で危険領域に立ち入る内容、方法とする。

③法規や社内保安規定等に定められている事項についても行う ③法規や社内保安規定等に定められている事項についても行う。

④製造が担当し、製造のＣｏ－Ｍｏとする。 ④保全が担当する。

①適　用    ①適　用  ①適　用: ①適　用: 

主に外観や形状 主にワークの流れに関する  停止した状態か試運転の状態で 停止した状態か試運転の

作動関係位置や安全装置の作動機能  なければ確認出来ないユニット　  状態でなければ確認出来な  

 や部位部品を対象にする  いユニットや部位部品を対　

具体的な ②運　用       ②運　用   主に外観形状   象にする機械の全機能や構成条件　

摘要、 a)毎日点検 a)毎日点検      ②運　用 ②運　用：

運用の  始業点検、運転中点検   始業点検、運転中点検    a)月例,3ヶ月,6ヶ月検査 a)月例,3ヶ月,6ヶ月検査  

イメージ （品種切替、配台計画変更時） （品種切替、配台計画変更時）

b)週間点検    etc b)週間点検    etc     ﾕﾆｯﾄﾚﾍﾞﾙを主対象の機能類 　     ﾕﾆｯﾄﾚﾍﾞﾙを主対象の機能や　

　　 b)年次検査     組立公差類

 （官庁検査休転時 etc）    　　  b)年次検査  

    部品レベルまでを対象              （官庁検査休転時 etc）

の外観、形状       部品レベルまでを対象     

      の公差、強度、剛性等

注記）     運転状態で検査するとしても危険を避ける方法や状態で実施する必要から、その確認項目が限定されてしまうことを考えた。           

従って、日常検査＝運転中＝製造点検（Ｃｏ－Ｍｏ）と定期検査＝停止中＝保全の２種類に分類した。

検査方式

４、設備保全管理の基礎 （２）点検・検査の考え方
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                       Ｐ　　　　　　Ｍ
保 全 方 式 Ｔ　Ｂ　Ｍ  Ｃ　Ｂ　Ｍ  Ｂ　Ｄ　Ｍ

 (Time Based Maintenance) (Condition Based maintenance) (Break  Down Maintenance)

定められた適正周期に従って、 運転中に設備の劣化状態を検査 故障が発生してから修理を行う。但し、

定　　義 定期的に修理整備、検査診断を行い、 機器を用いて定期的に診断し、 Ｃｏ－Ｍｏ、ローラー作戦等で早期発見し

次の定修までの機能を保証する 重大な故障に至る前に計画的 修理を行うことを原則とする

に修理整備を行う
・故障（停止、機能低下）が生産、品質、保 故障が発生しても予備機に切り ・故障が発生しても生産、品質、保安環境

　安環境等に大きな影響を及ぼすため一定の   替えるか一時停止して修理整備が 　等に影響が無く、修理整備も容易なもの

　期間（定修～定修）運転を止めることが出 　可能なもの ・ＢＤＭで実施した方が経済的なもの

　来ないもの ・予知技術があり、事前に異常
設 定 標 準 ・法的に修理整備、検査期間が定められてい 　が把握出来るもの

　るもの
・故障周期(ＭＴＢＦ)がはっきり掴めており ・振動診断もこれに当たる
  周期の誤差が殆どないもの
・予知技術の判定が困難なものか、コストが
  かかりすぎるため定期的に実施した方が経
　済的なもの

具体的な ・予備機のある重要機器
  イメージ ・予備機の無い重要機器 ・予備機は無いが一時停止が ・修理整備のため、何時でも 　

可能な機器 　停止が可能な機器

交換タイプ ブ　ロ　ッ　ク　交　換 部　品　交　換

定　義 機械を構成するブロック単位（ユニットやサブユニット等） 機械を構成する最小単位である部品単位で交換取替える。

で予備を持ち、その単位で交換組替える。

①整備するために、長い時間にわたり停止出来ないもの。 ①故障が発生しても予備機に切替えるか、一時停止して整備が可能なもの。

設定 ②整備のための分解と組立のために長い時間が ②月度などの生産計画変更などに伴った計画停止が可能なもので、

必要な構造・構成のもの。 　その整備に必要な時間が許容停止時間内であるもので、分解や組込みが単独に行えるもの。

保全管理が「必要な機器は、どういう保全のやり方で行うか
TBM・CBM・BDM を決める

４、設備保全管理の基礎 （３）点検・検査の考え方



(1）始業開始前点検----- 日常点検 定期点検

(a),毎日の点検時間を定めて実施する。 例：勤務交代時等    (1 )定期検査 -----  保安確保並びに安定運転を目的として実施 

(b),危険領域に立ち入らなくて実施する。   (a) 生産計画変更停止時等計画停止時に実施する。

(c),内容  （無人搬送車も対象）      　 (b) チョコ停,不良製品発生防止箇所を重点に実施する。

① 非常停止装置の機能      　 (c)  電源ｶｯﾄ ,空圧源を解放して危険域に立ち入って実施する。

② 制動装置の機能        (d) 内容

③ 接触防止の為の設備と組立加工機械とのｲﾝﾀｰﾛｯｸの機能 [1] 保安に関する確認事項 

④ 関連機器と組立加工機械とのｲﾝﾀｰﾛｯｸの機能         ① 主要部品のﾎﾞﾙﾄ類の緩みの有無    

⑤ 外部電装ｹｰﾌﾞﾙ及び配管類の損傷の有無         ② 可動部分の潤滑の状態とその他可動部分に係わる異常の有無

⑥ 供給電圧,供給油圧,供給空気圧の異常の有無        ③ 動力伝達部分の異常の有無

⑦ 作動の異常の有無      　 ④ 油圧及び空圧系統の異常の有無  

⑧ 異常音,異常振動の有無      　 ⑤ 電装系統の異常の有無

⑨ 接触防止の為の設備の状態         ⑥ 作動異常を検出する機能の異常の有無 

⑩ 障害物検出装置の機能         ⑦ ｴﾝｺｰﾀﾞｰの異常の有無        

⑪ 警報装置の機能       ⑧ ｻｰﾎﾞ系統の異常の有無        

⑫ 駆動部から油漏れの有無        ⑨ ｽﾄｯﾊﾟｰの異常の有無       

⑬ ﾊﾞｯﾃﾘｰの電圧の異常の有無(2) ⑩ 障害物検出装置の異常の有無    

⑭ボルト・ねじ類の緩み個所の増し締め ⑪ 移載装置の異常の有無      

(a) 製造運転中検査--安定運転を目的に実施  ⑫ 警報装置の異常の有無        

(b) チョコ停,不良製品発生防止箇所を重点に実施する。  ⑬ ﾊﾞｯﾃﾘｰ液の比重,液面,ﾀｰﾐﾅﾙの異常の有無       

(c)  危険領域に立ち入らずに実施する。   ⑭ 軌道上の位置検出装置の異常の有無       

(d) 内容       ⑮ 駆動,従動車輪の異常の有無　      

① 作動異常の有無        ⑯ 制動装置の異常の有無        

② 異常音,異常振動の有無        ⑰ 速度制御装置の異常の有無　       

③ 締結部緩み,移動,伸び        ⑱ 誘導用制御機器の異常の有無　

④ 治具,搬送具類の異常の有無  

⑤ 潤滑状態         

⑥ 運行に支障をきたす障害の有無 -- 軌道上のﾜｰｸ,材料  

⑦ 走行条件に支障をきたす箇所の有無--- 軌道上の水,油
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日常保全作業の点検の考え方
始業前＆運転中点検

定期点検

主にオペレータが行う生産開始前点検
及び運転中の検査
①主体として五感による検査
②実施作業として
・清掃 ・給油 ・増し締め
を行わせるが。。点検基準書
チェックリストは保全技術者が作成

主に保全技術差が行う検査
停止時・または生産中に行う
①技術的要素の五感検査
測定作業も伴う
・振動測定・温度測定等

③停止し測定することも
・装置を分解しての検査
例 チェーンの伸び・ベルトの緩み

②潤滑作業

４、設備保全管理の基礎 （４）点検・検査の考え方
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重点設備に対して検査方式の考え方を定め、計画的、効率的な保全を推進する

点検チェックリスト作成 故障報告書・保全報告書 保全月報報告書確認

点検カレンダー作成

故障月もわかる
故障の自動検索プロット

１０年間
設定

４、設備保全管理の基礎 （５）点検・検査の考え方


